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問 1. A加群M と a ∈ Aに対し, M [a] := {x ∈ M | ax = 0}とおく.

(i) M を A加群とし, N ⊂ M を部分加群とする. 写像 N
a−→ N , x 7→ axが全射であるとする. 蛇の

補題を用い, 完全系列
0 → M [a]

N [a]
→ M/N

a−→ M/N

が存在することを示せ.

(ii) このとき, 同型写像 (M/N)[a] ' M [a]
N [a] が存在することを示せ.

問 2. Aを整域とし, K を Aの商体とする. A 6= K のとき, K が有限生成 A加群でないことを示せ.

問 3. 以下の Z加群のねじれ部分加群Mtor を求めよ.

M =
∏
p 素数

Z/pZ.

任意問題：M/Mtor が自由 Z加群であるかどうかを判定せよ.

問 4. m,n, k ∈ Nとする. 以下の Z加群を求めよ.

Z/mZ⊗Z Z/nZ,
k∧
(Z/2Z⊕ Z/2Z⊕ Z/4Z) , (Z/2Z⊕ Z/2Z⊕ Z/4Z)⊗k

, Q⊗Z(Z[X]).

任意問題：(Q/Z)⊗Z (Q/Z)を求めよ.

問 5. Aを可換環とし, B = A[X]
(X2) とする. B が平坦 A代数であることを示せ.


